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若
狭
回
り
新
幹
線
の
実
現
は
日
本
海
国
土
軸
の
構
想
、
日
本
海
沿
い
の
高
速
交
通
網
の
軸
と
し
て
二
十
一
世
紀
の
か
な
め
と

し
て
欠
か
せ
な
い
。
東
海
道
新
幹
線
の
代
替
、
第
二
動
脈
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
海
・
北
陸
地
区
な
ど
と
大

阪
と
の
経
済
的
・
人
的
結
び
つ
き
は
大
き
い
。
ま
た
、
大
阪
ま
で
の
ル
ー
ト
周
辺
へ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

大
阪
へ
の
距
離
は
、
米
原
回
り
と
若
狭
回
り
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
単
に
東
京
へ
行
く
の
に
便
利
と
い
う
の
は
未
来
を
無
視
し

た
考
え
方
で
あ
る
。 

今
日
、
整
備
新
幹
線
の
見
直
し
論
議
が
与
党
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
特
に
北
陸
新
幹
線
が
集
中
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
「
若
狭
ル
ー
ト
の
切
り
捨
て
」
と
の
方
向
が
出
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
は
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
よ
り
昭
和
四

十
八
年
十
一
月
十
三
日
、
北
陸
新
幹
線
整
備
計
画
・
若
狭
ル
ー
ト
が
政
府
決
定
さ
れ
た
。
以
来
福
井
県
、
特
に
若
狭
の
住
民 

 
 

は
、
こ
の
三
十
年
近
く
「
い
つ
か
新
幹
線
が
通
る
」
と
い
う
悲
願
で
生
き
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
原
発
銀
座
を
許
容
す
る
と
い

う
苦
渋
の
選
択
を
受
け
入
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
を
考
え
て
も
一
方
的
な
財
源
節
約
優
先
の
判
断
は
許
せ
な
い
。
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
・
第
二
動
脈
の
確
保
な
ど
を

考
え
る
な
ら
ば
若
狭
ル
ー
ト
こ
そ
、
国
家
百
年
の
大
計
、
未
来
の
選
択
で
あ
る
。 
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こ
の
時
に
政
府
決
定
の
若
狭
ル
ー
ト
を
切
り
捨
て
米
原
ル
ー
ト
に
転
換
を
図
る
動
き
は
、
福
井
県
民
・
若
狭
住
民
の
長
年
の

夢
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
や
福
井
県
・
県
南
地
区
・
若
狭
地
方
で

は
自
治
体
・
商
工
・
経
済
団
体
を
先
頭
に
住
民
の
怒
り
が
渦
巻
い
て
い
る
現
状
で
あ
る
。 

一 

北
陸
新
幹
線
は
東
海
道
新
幹
線
に
東
海
地
震
等
の
万
一
の
災
害
が
あ
っ
た
時
、
日
本
の
最
大
都
市
東
京
と
大
阪
を
直
結
す

る
最
重
要
代
替
路
線
で
あ
る
。
東
京
―
大
阪
並
び
に
そ
の
近
辺
は
日
本
最
大
の
人
口
集
中
地
域
で
あ
り
経
済
の
中
枢
地
域
で

あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
経
済
力
を
も
つ
我
が
国
が
こ
の
二
大
地
点
を
結
ぶ
の
に
一
本
の
新
幹
線
鉄
道
し
か
持
た
な
い
と
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
国
土
の
維
持
経
営
か
ら
考
え
て
も
代
替
路
線
は
不
可
欠
で
あ
る
。
仮
に
数
千
億
円
の
経
費
が
こ
の

た
め
か
か
っ
た
と
し
て
も
代
替
路
線
は
ぜ
ひ
確
立
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

二 

若
狭
地
方
は
世
界
最
大
．
日
本
一
の
原
子
力
発
電
基
地
で
あ
る
。
こ
の
日
本
一
の
原
子
力
発
電
地
域
を
国
土
の
均
衡
あ
る

発
展
か
ら
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
政
治
の
責
任
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
現
在
で
、
十
五
基
千
二
百
万
キ
ロ 

以
上
の
基
本
的
態
度
に
立
っ
て
政
府
に
対
し
、
以
下
四
点
を
質
問
す
る
。 

政
府
は
万
一
に
備
え
た
代
替
路
線
第
二
動
脈
の
必
要
性
、
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

二 

 



 

三 

日
本
経
済
の
将
来
の
発
展
方
向
は
環
日
本
海
経
済
圏
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
日
本
経
済
は
沈
滞
し
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
の
教
育
を
受
け
た
働
き
手
が
あ
り
、
技
術
・
資
本
・
人
口
を
も
つ
我
が
国
は
い
ず
れ
経
済
再
生
発
展
の
日
が

来
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
時
、
欧
州
、
北
米
経
済
圏
に
匹
敵
す
る
も
の
が
環
日
本
海
経
済
圏
で
あ
り
、
そ
の
発
展
の
た

め
に
は
、
関
西
経
済
圏
と
日
本
海
経
済
圏
が
直
結
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
で

あ
る
。 

北
陸
新
幹
線
の
大
動
脈
は
横
に
曲
げ
る
の
で
な
く
、
関
西
・
大
阪
―
日
本
海
・
敦
賀
は
若
狭
ル
ー
ト
を
経
て
直
結
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
環
日
本
海
経
済
圏
の
発
展
方
向
と
日
本
海
国
土
軸
の
在
り
方
か
ら
若
狭
ル
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。 

ワ
ッ
ト
、
そ
の
移
出
電
力
は
関
西
経
済
圏
の
約
半
分
、
大
阪
、
京
都
の
全
電
力
量
を
ま
か
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
原
子

力
発
電
基
地
の
立
地
と
維
持
に
は
地
元
自
治
体
・
住
民
の
並
々
な
ら
ぬ
理
解
と
苦
労
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
供
給
に
貢
献
し
て
い
る
自
治
体
・
住
民
に
対
し
、
地
域
振
興
の
最
た
る
も
の
で
、
し
か
も
既
に
政
府

決
定
さ
れ
て
い
る
若
狭
ル
ー
ト
を
切
り
捨
て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を
政
府
は
認
め
る
の
か
ど

う
か
。 

三 

 



 

 

四 

四 

用
地
取
得
の
難
易
、
工
事
費
か
ら
財
源
節
約
の
た
め
米
原
ル
ー
ト
を
と
る
と
果
た
し
て
言
い
得
る
の
か
。
政
府
は
昭
和
四

十
七
～
四
十
八
年
若
狭
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
当
時
敦
賀
～
米
原
ル
ー
ト
、
敦
賀
～
大
阪
直
結
若
狭
ル
ー
ト

が
あ
っ
た
が
、
用
地
取
得
、
工
事
費
、
工
期
か
ら
若
狭
ル
ー
ト
と
決
定
さ
れ
た
と
国
会
で
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米
原 

 
 

ル
ー
ト
は
、
東
海
道
新
幹
線
が
過
密
で
北
陸
か
ら
の
乗
り
入
れ
が
出
来
ず
、
こ
の
た
め
米
原
―
大
阪
間
に
も
う
一
本
の
複
線

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
実
現
無
理
と
見
て
若
狭
ル
ー
ト
を
採
択
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
東
海
道
新
幹
線
の
過

密
状
況
は
、
今
日
も
何
ら
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
増
え
て
い
る
と
思
え
る
。
敦
賀
―
米
原
―
大
阪
に
つ
な
ぐ
途
が
な
ぜ
財
源
と

し
て
節
減
で
き
る
の
か
を
試
算
し
て
若
狭
ル
ー
ト
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

最
後
に
世
界
最
大
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
・
福
井
県
、
若
狭
の
自
治
体
と
住
民
の
三
十
年
の
悲
願
を
政
府
は
汲
み
取
る

べ
き
こ
と
を
今
一
度
強
く
主
張
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 


